
氏名 大田　壮一郎

・史学演習Ⅲ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　
情報処理センター運営委員、各種入試面接・出題委員、城郭研究会顧問

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

学会における活動：仏教史学会　委員
市民講座：山の辺文化会議「山の辺学講座」（於　天理市文化センター　平成27年10月24・31日）
市民講座：姫路市市民教養講座（於 姫路市市民会館　大ホール　平成27年12月4日）
東大寺聖教（貴重書）調査団団員（平成27年度より）

通信教育部担当科目

博士（文学）

日本中世史　日本宗教史

最終学歴

　【研究上の特記事項】
平成２６年度～平成２９年度　科学研究費（基盤研究（Ｂ））研究課題：「中世後期守護創建禅院の基
礎的研究―国菩提寺と京菩提寺」研究代表者：早島大祐（京都女子大学）、研究分担者

大学院博士後期課程
担当科目

学部担当科目

・史学研究法
・日本史講読Ⅰ
・日本史講読Ⅱ
・日本史演習Ⅰ
・日本史演習Ⅱ
・日本史特殊講義（六）

専門分野

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本史研究会　大阪歴史学会　仏教史学会　中世史研究会　鎌倉遺文研究会

室町幕府の宗教政策　室町期における中央と地域寺社　中世南都の研究

大阪大学大学院　文学研究科　博士後期課程　修了

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・日本史学特殊講義Ⅱ

授業科目
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平成28年3月

待兼山史友会

奈良大学

平成28年2月
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発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

単著､
共著
の別

『史友会会報』第30号,1p～6p

（学会発表）

①阪本龍門文庫蔵『春日若宮
拝殿方諸日記』の翻刻と紹介

（その他）

①総会講演「顕密体制」の後で
―中世後期宗教史研究の動向
―


